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DlO電子交換機標準プログラムの開発
Development of DlO ESS Standard Software

DlO形電子交換機が昭和47年に商用化されて以来本格的な導入期に入っているが,

電子交換機に仕われるプログラムについても開発が進められてきた0交換機は,そ

の中入上古数が多く且つま諭が長いという点から,プログラム設計-L配広されなけれ

ばならぬ条件が多いが,本稿はDlO形電子交換機で実現されたソフトウェア技術に

ついて総括的に論じたものである｡

システム プログラムは,マザー ファイルに統合され,各局用プログラムはマザ

【フ7イルから切り出されて供給される一一プ亡管理が行なわれる｡局データについて

は,施設設計時の原票カードから自動的に作成される｡プログラム作成の技術とし

ては,フロl一子ャートの自動古き,パッチからエディットへの日動変換が可能とな

った｡交換機の運用はすべて保マ都二よるタイプライタ
コマンドで行なわれるが,

特に運用中の柑設フ1フィル入替えは,ほとんど中断することなく実現できる0
シス

テムの信輔度を確保するために,循環切放えによる障害装置の摘出と自動診断技術

が効果的に他用されている｡

以上のような技術が集積されて標準プログラムとして確立している｡

n 緒 言

DlO形電-‾｢交枚機は日本電イ‾Li電話公社において昭和46年に

商用試験が開始されて以来,国内交換網に順調に導人が進め

られており,現在,本格的大量中人が始められている｡

このこ状i兄に合わせDlO形電子交換用ソフトウエアについて

も, した体系となるように開発が進められてい

る｡そこで本稿は,DlO形一花千交換機の本格的な導入期に′正

子交換用ソフトウェアを取りまく椎々の周囲条什及びそれら

に対処するためのソフトウェア体系と技術について報告する｡

国 電子交換用ソフトウェアの周囲条件と設計目標

電イ▲交換用ソフトウェアに影響をノ女ぼす周囲条件は多数巧▲

えられるが,農本的には次の2項目の安囚から爪先している｡

(1)システムのj#人数が多いこと｡

(2)システムの寿命が長いこと〔つ

これらの要因は電丁‾交換機に限らず,交換機に与えられる

北本的な条件である｡

すなわち,(1)について言えばDlO形電二f一交換機は今後2～

3年のうちに約400局の導入が子起されており,その経消性

の良いことが第一一一の条件となる｡また交換局の階梯,機器構

成,あるいはサービス機能などの州違によるシステムの多様

化に容易に対処でき､且つその運用,保守が容易であること

も大切な条件である｡

--一方,(2)については交換機の耐用年数として20年以上が要
求されるため,長期間にわたりシステムの信頼性を維持しな

ければならない｡また,この間の技術の進歩や社会情勢の変

化に伴うハードウェアの改版,電言糊口入老数の増大,あるい

は交換サービスに対する様々な要求などに迅速に対処するこ

とも電子交換機に与えられる重安な条件である｡

以上のような同国条件と,それらに刈∵処するためのソフト

ウエアの設計目標をまとめて匡=に示す｡交換局はその局階

梯,機器構成及びサービス機.能が多種多様であり,それに介
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わせて‾交換プログラム ファイルの椎頼も多数必要となるた

め,特にファイルの構成･管理技術が重要となる｡また,硯

局では柑設や機能の迫力Ilなども含めた逆用保守を行なうこと

が必要となるため,ノdの連用･イ末寺技術の確立も大きな設計

目標となる｡

田 電子交換機のソフトウェア体系

本車では,2.の図1に示Lたソフトウェアの設計目標と,

それを実現するためのソフトウェア技術について同同の順序

に従って吉光明する｡

3.t ファイルの構成及び管理技術

前述したように交換プログラム ファイルは,各局の状況の

相違により多数の椀類が必要であるたれ その作成,仙㌢､〕り女

び背理は極めて繁雑となる｡そこで,この対策として次のよ

うなファイルの構成及び背理手法を導人した｡

(1)‾交披プログラムをシステム プログラム部分と局データ部

分(後述)とに分離する｡

(2)システム プログラム部分ではすべてのJ那皆梯及びサ【ビ

ス機能を統′ナして管j里する｡

(3)局データ部分では,局ごとのト蛸■な条件(これを局条件と

呼ぶ)を-一一括管理する｡

(4)所要のシステム プログラムと局データを組み合わせて,

各局ごとのファイル(これをJ占ファイルと呼ぶ)を作成する｡

以上の手法についてこ欠に更に詳Lく述べる｡

3.卜1システム プログラムの一元管理(1)

すべての局階梯及びサービス機能に対応したシステム プロ

グラムを整理･統合して,一一種類のマザー ファイルとして作

成しておき,この中から目的とする局に必要なシステム プロ

グラムだけを取り出して,(これをシステム ジュネレ‾ショ

ンと呼ぶ)システム ファイルを作成する方式を才采っている｡

この‾方式は,マザー ファイルだけを保守,管理すればよいの
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シ ス テ ム の 導 入 数 が 多 い

/ /
システム種別の

多様化

1
ソフトウェアによ

る多様性の吸収

経済性の要求

l
能率の良いソフ

トウェアの実現

l
多数の設計･保

守要員が関与

lJr
ソフトウェアの 運用･保守の

理解の容易性 容易性

＼
利用者数が大

l
サービスの

安定性･連紆姓

l

†I

ファイルの構成･管理技術 プログラムの設計･製造技術

1.システムプログラムの一元管理 1.ドキュメントの整備

2.プログラムの階層化と標準化 2.プログラミング言語の高度化

3.システムジェネレーション 3.ファイル修正の容易化

4.システムプログラムと局データの分離 4.デバッグ,検証の容易化

シ ス テ ム の 寿 命 が 長 い

//＼＼
ハードウェア技術

の進歩による装
置の改版

l
ハードウェア改
版に伴うソフト

ウェアの変更の

容易性

電話加入者数の

増大によるシス

テム規模の拡大

l
ハードウェアを

中心とした増設

の容易性

電話交換サービス

に対する多様化,

高度化の安東

l
ソフトウェアを

中心とした機能

変更の容易性

運用･保守技術

1,運用･保守の操作性の向上

2.運用中の増設技術

3.運用中のファイル入替え及び試験技術

図l電子交換ソフトウェアの周囲条件と設計目標 電子交換機の特質は,システムの導入数が多

いこと及びシステムの寿命が長いことであり,そこから生ずる種々の条件や要求を満たさねばならない｡

でシステム プログラム(システム ファイル)の一 一元管理が図

られ,プログラムの似守,管理が極めて容易となった｡

3.1.2 プログラムの階層化と標準化

マザー ファイルからのプログラムの収r)出しや,マザー フ

ァイルへのプログラムの追加,変‾起を容易にするために,シ

ステム プログラムを図2にホすような3レベルに隅層化する

とともに,プログラムの標畔化,共用化を図っている｡

図2のユニット内のプログラム論理が局ド馴範やサービス機

能の和追によって一一部異なる場合,それぞれ別仰のユニット

を用意しておくことは得策ではない｡そこで,それらの遠い

をできるだけ包含した形でユニットを作成しておき,システ

機能要素

ブロック

ユニット

長期間にわたる

システム信頼性

の維持

l
ハードウェア障害
の監視,接続品

質の監視

l
システムの信頼性技術

1.障害時の系再構成技術

2.定期試験診断技術

3.障害統計情報の収集

周

囲

条

件

設

計

目

標

ム ジェネレーションの段ド皆で条件付きアセンブリ機能により

各ユニット内の所要のプログラム論理を選択するという手法

を採用している｡

システム ジェネレーションは,かなりの手数を要する作業

であるので.システム切州し条件を与えて所望のシステム フ

ァイルをl′1動自てJに作成するシステム ジェネレータを現在開発

中である｡

3.1.3 システム プログラムと局データの分離(2)

局階梯及びサ【ビス機能の椎別が同一一一でも,-一一｢眼に局ごと

の条件(ハードウエア寸溝成,ルート接続条件など)は異なって

いる｡二れらの局条作は,従来の交換機では布線の形で実瑚▲

ブロック

ユニット

機能要素 --一

局階梯やサービス機能の種別

一------- プログラムの横能や処理構成上の区分

--一------=-

プログラムの叢小管理単位

図2 システム プログラムの階層化構造 システムプログラムは,階層化(3レベル)と標準化を図

つているので,その作成,追加･変更,マザー ファイルからの取り出しなどが容易である｡
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Lてし､たのに糾し,1琶了･交換機では†Jデーータの形でソフトウ

エア化しているので,絹矢作の変化に対する融通性は-一一f貨と

rfり上Lているが,そのノ丈面‾交枚プログラムを柚維にする要L大l

にもなっている｡そこで,プログラムと局データを1こ仝に分

離し,糾.Jごとのんj条件に応じた1Jデーータを作成Lてシステ

ム プログラムと結√ナするという方式により,多数の局ファイ

ルを谷兢に供給できるようにしてし､る｡

新設局の局データファイ′レを作成するには,局の設伯計敵

地.没設計,細部設計りヨデーータ設計)放び局デMタ フ了,イルの

作成という工柑を踏むく,塙デmタ設計の工程では他設,設計の結

米印られた施設設詩｢【¥J面をJ占に郎J述の局粂什をデータ化するわ

けであるが､紹雑多岐にわたる局粂什を各局ごとに機1滅語でデ

【タ化するのは棟めて非能率的であるしつ そこで,IJ条件を分

かりやすい局条件記述‾i‾㌻語で記述して局データ原票を作成し,

二れを入力とLて,機‾寸滅語のJJデータ ファイルを作成する局

データ作成プログラムを開発し,大きな効二粧を挙げている｡

以_l∴,｢ファイルの構成及びilニ月り支術+の一手法をまとめて

区13にホす｡

3.2 プログラムの設計及び製造技術

プログラムの設i汁,磐望追及び検査を能率よく行なうためには.

(1)適切て且つ分かりやすいドキュメントを磐イ肘㌻ること｡

(2)分かりやすいプログラミング言語を開発すること(〕

(3)プログラムのデバッグや帽正が布易に行なえること｡

(4)検奄手法を幣備,碓_､二仁すること｡

などが要求される｡以下,各項目について話妃明する｡〕

3.2.1 ドキュメントの整備

(1)マザー ファイルに対応付けたドキュメントの･‾止管理を

一夫施するととい二,ユニットごとにユニ､ソト番号を付与し,

これをドキュメントの索引キーとす-る索引手法や,機能要素別

ドキュメント舶集方法をとり,参鞘及び管理の使を【頁1っている｡)

(2)詳細フローチ17Mトは,プログラム バグや,機能追加に

什う帽止昌三二,帽j下郷煙が多く,且つマザー フ｢>イルとの厳

塊こな-･三枚が要求される｡そこで,マザー フ7▲イルから詳細7

ロ【チャートを内ヰするフローチャート什軌作成プログラム

を間ヲ邑した｡

トキュノントの整伯としては,他に什様記述形式の開発や,

保守管理対象

↓

≠

プシ
ロス

グテ
ラム

ム

統 合 化

階 層 化

標 準 化

施 設 設 計

マザー

ファイル

(約400ユニット)

管理対象

局祭件↓

局データ原票

D10電子交換機標準プログラムの開発 957

利用日的にんじじたドキュメントの階層構造化を行なっている｡

3,2.2 プログラミング言語の高度化

交換プログラムでは,メモリち圭の削減と実行速度の向.卜を

車祝Lて,i三にアセンブリ‾.言語を用いているが,アセンブリ言

語は,プログラム作成能:辛が什乞いこと,プログラムの分かり

やすさ･恍守のしやすさに欠けるなどの問題がある｡そこで,

二れらのH_上ゴ越を解決し,且つメモリ立と実行速度に関する要

求を満たすようなプログラミング汚譜が切望されてきた〔)そ

の対一策の一一つとして,交換処椎を表わす呼処理タスクを設計

するためのタスク マクロ言f渋を開発した｡これは,交換機能

オリエンテッドなマクロ言語で,プログラムの実行時にこの

マクロを逐次インタプリタで解釈しながら実行するという‾方

式を採っている｡この方式は,メモリ二巨達の節約には非常に有

効であるが実行速度がやや低‾Fするので,比較的他用郷伎の

小さいタスクをiさ貨i汁するのに適Lている｡

一方,タスク マクロ言語は適用範仰が呼処理などに限ら

れているため,女枚プログラム全体に通用可能な高水畔グ)下

総きl‾〔】jき言語が望まれてJiリ,瑚一在,PL/1(Programming

Language/1)をベースとしてち引二‾交換向きの機能を付加した

交換川手続きrFl+き高水叩三言語(DPL:DEX PROGRAMMING

LANGUAGE)を開発中である｡

:杵来の方向としては手続き向き言語よりも更に高水準な,

いわゆる問題Irりき言語を指巾Jするものと思われる｡佃し,‾交

換プログラム全休を-･純類の言語に統一一して記述するのは柑

策ではなく,設計能率,保守惟,メモリ効ヰくなどをそ撤して

それぞれの処理に拉過なて言語をイが目するのが有利となろう｡

3.2.3 ファイル修正の容易化

プログラム ファイルの帽止方i去には,一一般にパッチと呼ば

れる‾方法とエディットと呼ばれる方法のことおりがある｡す

なわち,プログラムのデバ､ノブ巾や運用中に少主主の帽止を行

なう場ナナは,機械語のプログラムを機才戒語レベルで似佗+上し

(パッチ),他作正がたまるとまとめてソ∽ス プログラムをソ

ース プログラミング言ii汗レベルで本帽正する(エディット)｡

Lかし,このノブ‾法は次に述べるような問題がある｡

(1)機械語レベルによるパッチ工数とパッチ ミスが多い｡

(2)パ､ソナ情報からエディット情報への変換+二数と変枚ミス

システム

ジェネレーション

↓

システム

ジェネレータ

局データ

作成70日グラム

局データファイル

図3 ファイルの構成及び管理手法 すべてのシステム プログラムはマザー ファイルとLて統合管

理L,そこから目的に応じたシステム ファイルを取り出す｡また,システム ファイルと局データ ファイルを

別々に作成L,それを結合して局ファイルとする｡

目的別システムファイル

局ファイル

加入者データファイル
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が多い｡

(3)機械語プログラム,ソース プログラムノ之びフロ【チャー

トr川の不一一:枚が生じやすい｡

そこで,これらのHり題を解り上するためにパッチ エディット

管理システムを開発した｡二のシステムは,機械語よりもiffi

水準なパッチ言語(アセンブリ言語のサブ- セット)によりパソ

ナ情報を記述して人力すると,それを機械語に変才灸Lてパソ

ナするとIt小寺に,エディット川‾こチ語にも変検して紙カーードに

出力するシステムである｡また,このシステムと前述のフロ

ーチャート【ノⅠ動作成プログラムとを有機的に結†ナすることに

より,フロ【チャートの1′1励帽止も‾叶能となり､プログラム

とフローチャートIiりの･故もlズ】られるようになった｡

以上のフ7イルノ女びフロ【チャート帽正‾方法の概要を図4

に′Jミす｡

3.2.4 プログラム検証の容易化

システム プログラムを新たに作戌したI),既存のシステム

70ログラムを帽止したりした場′ナ,その検証が必安である｡｡

三拝に後弟の場fナ,-･部の機能の帽正でもシステム全体の交授

機能の確;ばが要求される｡そこで,システム全体の一枯木的な

交換機能を日動的に試験するL′Ⅰ動試験システムを開発中であ

る｡このシステムは,蓄積プログラム制御方式の装置により

UlO形交授機の旭訪i格系装道を擬イ1ソ､してシステム プログラム

をi瓜験するもので,次のような効果が期待できる｡

(1)機能の試験†届れがなくなる｡

(2)八手ではできない店員荷二状態における試験ができる｡

(3)試験結果かI_′l勅rlてJに山力され,fト′テの判定が谷易となる｡

(4)ソフトウェア センタでできるだけ品乍乍を｢‾rf】卜させてお

き,瑚.たろでは現切に依存する部分り｡ユデ【タなど)の検ふEを馬

･.う二的に行なえばよい｡

3.3 運用保守技術

安定で品田の良い‾交換サ【ビスを維持するために,連用保

フローチャート

自動作成

プログラム

(ソースモジュール)

エディット

l
O

修正カード ▼■■

エディット言語

SM修 正

プログラム

′､1:叫支術は械めて人切で多岐にわたる開発を進めてきたが,

その中で特に重要な上･ごl†設技吼 及びファイル人件え技術につ

いて述べる｡

3.3.1 運用中の士曽設技術

i‾にJ′･‾交接システムにおける+`一丁り設変更の一千続きは,一一般にハ

ードウエア装置の抑設とともにソフトウェアの局データ変更

を要する｡二の手続きは,運転中の局に対Lて行なうので特

に次の∴▲､-二を考慮している｡(1)交換サービスの連続惟を保つ｡

(2)他殺後の運転で障害が発七した場合は,速やかに増設前の

逆転に子別辞する｡(3)柵設過程では,トラヒリク上の重大な悪

影響がでないようにする｡

たJデmタの変更方法には差分データ方式と硯局変更方式の

一つがあり,次にこれらの概略を図5を用いて述べる｡
(1)差分データ方式による岬設変史子続き

この方法はハードウェア州設を伴し､,大益の局データの修

正を要する場合に他用される方法であり,ソフトウェア セン

タでん,iデータ作成プログラムを用いて旧局データ ファイルと叶1･

設局データJ右(票から差分データ フ7イルを作りガリdに供糸｢‡する〔｡

1取殺装置へのトラヒ･ソク的配船の必要な場f㌢は,州.投手続

きを1;那馴桝二行なえるように差分データ ファイルも分捌して

作成する｡現局における差分データ ファイルの投入には,オ

ンライン系JJデータTil宇検えコマンドを用いて,まず交換サー

ビスで仙川するオンライン系メモリを一再き換える｡次に診断,

占∫じ験コマンドを用いて州設装置及び局データ変更分の正常作

を確認する｡こグ)f那皆で障二王壬が発生すれば,バックアップ系

メモリ__1二にあるJ■円設前の′dデータを用いて,オンライン系メ

モリの却J期i設定を行なうので,岬設前の運転二状態に復九‡する

ことができる｡州設篠の)基転のて左定性が確Ⅰ認できれば,バッ

クアップ系JJデータプ‡換えコマンドを用いて,オンライン系

メモリの内容をバックアップ系メモリに転送し,岬設手続き

を;こ了する｡

一■■-
詳 細

フローチヤ｢ト

アセンフう

リンケージエディタ

1
アセンフ1レド

リスト

一○-
(ロードモジュール)

l

パッチ,エディット

変換プログラム

+｢

図4 ファイル及びフローチャートの修正方法 パッチ言語を高水準化Lて,パッチを容易にすると

ともに,パッチ言語を自動変換Lてエディット用の修正カードを出力する｡二れにより,パッチ,エディット及

びフローチャート修正の一元管理を図っている｡
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旧局データ→-----⊥こご⊥′ニー-----一丁-----
ファイル

(次期増設に使用)

新局データ

ファイル

/
8

l差卦データ
ファイル岳東 l

親 局 変 更 増 設

施 設 設 計 施.設 設 計

親局変更

局データ原票
蒜‾冨ぎ‡エ芸

局警_タ慧票
t

(増設現局に供給)

綜‡孟宗マンド)
オンライン系メモリ

局データ更新

不良

｢

チェック及び

修 正

(局;ニ芸諜諾Jド)

オンライン系メモリ局データ

■●-●･

増 設 試 験

l
結 果

l良好

バ■駕言工芸宗リー-･

喜衿彬杉舛彬

仰彬杉

解抄杉彬

l
l転送

1

1

1

プ
局データ

ダンプ

/｢
バックアップ系メモリ局データ

更新個所

親局

局テーク

バックアップ

ファイル

図5 増設変更手続の概要 増設変更は,運転中の局に対Lて行なうので,交換サービスを停止Lない技

術が特に重要である｡

(2).呪局変更方式による哨設変更手続き

番号計但iの変更や,中継線の収容替えなどのように局デ【

タ佗正規模が小品のわりに変史頻度が高いものについては,

差分データ ファイルを他わず,⊥呪ノd管理のもとに硯局変史コ

マンドを川いて面接局データの饗更を行なう方法である｡

IJデータの-iI宇検え下順ノ女びその検証方法は,差分データ方

式とほとんど同じである｡

糊J石変更方式による局データ変取分は,局条件再生プログ

ラムを介して新局データ ファイル及び差分データ ファイル

に反日央される｡

3.3.2 運用中のファイル入替え技術

サービス機能の追加･変∨変,又はハードウェア改版に鵜づ

くソフトウェア システムの改版は,電子交換システムの融過

件及び拡於性を維持するために二重要であり,それにイ半う新lロ

ファイルの入替え技術は必要不可欠のものである｡

(1)ファイル入替えのノ.仁本条件

(a)交換サ【ビス中断時間の短縮:ファイル入替えによる

交換サ椚ビス中断時間を一浪小限(数十秒～3分以下)にする｡

(b)旧ファイルヘの役付機能:新ファイルに障害がある場

介は速やかに旧ファイルに復帰し,交換サービスの回復を

図る｡

(c)硯局管理データの引継ぎ機能:加入者デmタなどの現

局管理データは,ファイル入替え手続の中で旧ファイルか

ら新ファイルに引き継ぐ必要がある｡

現局

局データ

ファイル

｢
■
l
一
-

-

(増設用局データ)l
1
1

I

1

1

1

1

1

1

t
1

1

(現局変更コマンドによる
変更分を包含)

._l

(2)ファイル入替えの煉理と手順

ファイル人替えは,中央処理系のつ山喜構成と障′i享子発生時に

交換サービスを再開する再開処理機能を利用したファイル入

替えコマンドを他用して行なう｡図6にファイル人替えの概

略千川貞を示す｡

内部メモリ系には,コア メモリ(SBY-TM,TM)と磁件線

メモリ(PMO,1)があり,このうち磁性線メモりにプログ

ラムを設起するのに12～13分もかかる｡そのため,ファイル

人替えに利用する再開処理機能では,磁性線メモリにプログ

ラムを設完三しなくてもよいように手順2で析ファイルをあら

かじめPMOにロードする｡こう しておけば,手順3におい

てPMlはSBY-TMで代替えできるので,再開処理機能では

コアメモリだけに新ファイルの設定を行なえばよいため,交

換サmビスの中断時間を束子くできる｡新ファイルに異常があ

った場創ま,手順2の状態に成すことにより旧ファイルに役

付できる｡新ファイルに異常がなければ,手順4により全面

FlてJに新ファイルに移行する｡

3.4 システムの信頼性技術(4)

サービスの連続性に対する厳しい要求を満たすために,ソ

フトウェアにより障害装置を運転状態から切り維して新たな

正常運転状態を確立する必要があるが,その際,障害装置を

誤りなく摘出すること及び交換サービスをなるべく速やかに

再開させるなどの技術を開発してきた｡これらの信頼性に関

連する主な技術について次に述べる｡
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手順

■---

ト
ト
1

良

l

系 構 成

SBY一TM TM PMO PMl

CCO CCl

/

シバ

DRO DRl

良不

(■ l)

J

コピー

)品

(
/

)
#

コピー

コピー

注二覆夏)囲=新ファイルt)■=旧ファイル
CC=中央制御装置

TM=一時メモリ(コアメモリ)

PM=固定メモリ(磁性緑メモリ)

DR=磁気ドラム

SBYイM=予備一時メモリ

旧
フ
ァ
イ
ル
で
運
転

新
フ
ァ
イ
ル
で
運
転

図6 ファイル入替え手順の概要 ファイル入替えは,電子交換シス

テムの融通性,拡張性を維持するための必須の技術である｡

5S

3.4.1 障害時の系再構成技術

(1)循環切換えノブ式の採用

l韓1言i二が発/上したとき 置を識別し,そのJdれ化を同

るl立㌣.i;二ぷ紺+方式は,いf性l立きここ圭子だけでなく糊欠】昇【享子やプログラ

ムのノヾグに起出する障′Li手もあることを考-えると正確引野暮一了享.識

別は1棚准であり,正常な装道が障二1i子と判断されて交換サービ

ス系から切l)離されるという不郁†ナも起ニl)糾る｡これに対

し,術環切検え方式は装百三のナ〔良構成を用いて,糸桃成可能

なすべての組ナナせの1‾卜から障害が発生するたびに前r司とは興

なる一一つの系を適訳して交換サービスに供L,その系に障′【i;:

装冶を含むかどうかは‾交換サービスを通Lて総でナ的に判断す

るものである｡この循環切換えの過程で一最終的に交換サービ

ス系から切り離された装置をl箪苫披疑装置とみなす｡しかし,

搾･′.i報土疑装置が正常な場合もあり得るので,‾交挽サービス系

より切り維されてから-一定時仙後に-tヰび交枚サービス系に組

ふ込む機能をもたせている｡こうした手紙きの中で,いつも

向じ装甚が切り維される場合は,この装i引二なんらか叫苛古

かあると考え､診断試験などにより障苫を手芸索する｡

(2)吋処理再開時｢7りの如絨i

障害発生時のコア メモリ内容の破壊状況は,ゴ地点の運用

実践力､らみると破壊範阿が非常に限定されており,大部分が

正常であることが確認された｡そこで障告発生時にもコア メ

モリの内容をイ‾こ三郎享して他用し,矛盾の起こる可胎件のある部

分だけを何期設定する簡触な呼処理再開機能を設け,交換サ

ービス系の確立に要する時仰の触縦を拭った｡障ミ≠子のこ状況に

より上記手段で呼処理再開が不能の場fナは,ドラムのバック

アップ メモリを仙輔して,更に深い細〕切立貨完を行なう叶処理

‾F引謁に移行するようにLている｡

3.4,2 定期試験診断技術

;こ期l;∫〔験は,`常時の-‾戸防保全を目的に定期,又は不定期に

各柿の試験を実施するもので,障二._与のワ一期摘出を行なうこと

かできる｡芥純装[だの横瀬担]路の機能試験や人･佃力機音詩の

;立川J付こ11:には,診断コマンドを仙川Lている｡

【】 結 言

こ■EJ′一交･換システムを取りまく同国条件伎び`正†一女枚ソフトウ

ェアに対する要求条件を述べ,その要求を具▼呪するためのソフ

トウェアの諸技術の=呪状について述べた｡それらの技術の根幹は,

(1)交挨プログラムの標準化

(2)交換プログラムを維持･管理するためのサポート システ

ムの高度化

である｡/㌻後､二れらの技術は過イ㌶網の発達に作ってヰ人さ

れる各柏の交換システムにも適用するために,史に拡充,改

良がi生められている｡

終わりに,電十交･換ソフトウェアの開発に際して多大のj卸

相中をいただいたH本宅イ‾.iて豆話公社並びに共同研究に参加さ

れた日本う宣1(株式会社,沖電乞も工業株式会社及び古+二通株式

会什の各位に対し感謝する｡
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